





























 今 闘コ腔癌を有する患者に広く応用されている外科的療法と して頸部廓清術があるが, それを
 施行することによって, 現在では一般にリ ンパ行性転移に対する防御機構として重要な働きをし
 ていると考えられている所属リンパ節群が失われてしまうことが, 同術施行後の予後を憂慮する
 因子と成り得る。 そこで岡術施行時に際して, それらのような広範な術野を血管吻合のような繁
 雑な手抜を伴わず, 他部位より健全なリンパ節を遊離自家移植する乙とによって, 周移植片が生
 着しり ンパ節として機能を果たすならば, 患者の予後に際 して有利なことであると考えられる。
 また, 一般に皮下に投与された微細な遊離粒子は輸入リンパ管を通って辺縁洞に到達 し, そこで
 捕捉, 貪食されることが知られており, それらの辺縁洞での分布を調べることはリンパ節の機能
 検査の一手段と して有効であると考えられる。
 しか し, 現在まで報告されているリンパ節移植に関する実験では超微細形態的な記述は全く見
 られていない。 本研究はラッ ト顎下リンパ節を胴 いてその分割遊離農家移植を行い, 生着の可否
 および特にリ ンパ節内における異物処理の場と しての辺縁澗に注目 し, それ らの超微形態的変化
 を明 らかに しよう とする ものである。
 リ ンパ節分割遊離自家移植後姿沼から12週にかけての8時期で被移植リ ンパ節の試料を作製 し,
 透過型電子顕微鏡を用 いて経時的に観察 した。 処置群は脱落例や標本採取時に移植リ ンパ節を確
 認できないものはなく, 肉眼的にはi～2週間にかけて移植時の半分程度に縮小するが, 以後嗣
 様な傾向は晃られなかった。 移植後4日及び1週では移植リンパ節片の一部が壊死に陥り, リン
 パ球はほとんど消失するが, 細網細胞や洞内皮のような strom31 c磁s は壊死に陥らず, 辺縁洞
 も基本的な構造は保持される。 またマクロファージも目立ち, ラテックス粒子を盛んに貪食 して
 いた。 移植片の回復は1週後より顕著になり, 細網細胞を含 む洞内皮細胞によって形成される線
 維は始めは大きさも不揃いだが徐々にそれも揃い, またリンパ球も時間とともに辺縁洞内に増加
 し, 4週後には正常の機能及び組織像を示 し, 12週後においても退行変性は示さなかった。 また,
 洞内皮細胞には基本的に接着帯様構造が存在し, 細胞質には小胞が目立ち通常は貧食能は顕著で
 はないが, 組織修復の盛んな時期においてはゴル ジ装置等の細胞内小器官も豊富でラテックス粒
 子を貪食 していた。 一方, リ ンパ節摘出後の非移植側 において は肉眼的にリ ンパ節再生 は見 られ
 なかっ た。
 以上の結果から移植リンパ節は土着 し, 機能を有することが示唆され, 頸部廓清術施行後にお





 する外科的治療法として頸部廓清術が広く応周されている。 しかし, 原発巣における癌組織の残
 存あるいは再発に対 しては, 頸部廓清による防御機構と しての所属リ ンパ筋群の喪失からリ ンパ
 行性ひいては血行性の転移を促進する可能性が大きい。 故に, 廓清後の術野に他部位の健全なリ
 ンパ節を矯いて繁雑な手技を伴わない分割遊離移植を行い, それらが土着 し, 機能するならば患
 者の予後に際 して有利であると判断される。
 本論文はラットを用いて顎下リンパ節分割遊離自家移植を行い, 移植リンパ節内の異物処理の
 場と して辺縁澗における超微形態的変化を透過型電子顕微鏡を用 いて経日的に12週後まで観察す
 るとと もにそれ らの生着性を組織学的 に検討 した ものであ る。
 移槙後1週までは移植リ ンパ節内ではり ンパ球等の遊走性細胞に多く壊死が見られるのに対 し,
 細網細胞や澗内皮のような stro鶏al ceiis は残存し, 組織学的に辺緑洞の基本的な構造は維持さ
 れ, 同時にそれらやマクロファージによる貪食が存在 している。 しかし, 1週以後はstrO狙a聖
 cens による線維構築やリ ンパ球等の遊走性細胞の増加により徐々にリ ンパ節が再生 し, 4週以
 後では正常の機能及び組織像を示 していた。
 辺縁洞 を構成す る洞内皮細胞にっ いて は絽織修復の盛んな時期には細胞内小器官 も豊富でマク
 ロファージのように旺盛ではないが貪食能を示 していること。 基本的に被膜側澗内皮, 皮質側洞
 内皮双方に接着様構造が存在 しているおり, また被膜側潤内皮は巣窟で連続的であり, それらの
 間に遊走性の細胞が見られないのに対 し, 皮質側洞内皮では移植後4臼のようなリンパ節の崩壊
 期では細胞外形も単騎扁平で接着装置が目立ち, 辺縁澗と皮質との交通を妨げているが・ 移植リ
 ンパ籔の修復による皮質での遊走性細胞の増加に梓い, それらの外形は不整形で接着帯様構造も
 目立たなくなり, 超微形態学的にもり ンパ節の修復過程と並行 していた。
 これらの結果か ら, 著者は口腔癌に対する頸部廓清術施行後のリンパ節の分割遊離自家移植が,
 それらによる防御機構の再構築 に有意義である と結論 している。
 以上, 本論文はリンパ節分割遊離自家移植の口腔癌におけるリンパ行性転移に対する治療の一
 助と しての有馬性を実験的に示唆 したものであり, 臨床的に寄与するところも大である。 よって
 十分学位授与に値する ものと認める。
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